
問題 の 根源 は どこ に ある の か 、 配 給 会 社 と し て で きる こと は 何 か を 考え まし た 。 そ こ で 『 プ ロミ ス 』 と いう 映画 の 存在 を 知

っ て いる 者 と し て 日 本 で 配給 する こと を 決め まし た .

子 ど と も 達 の 有 眼 を 通し て 和平 の 可能 性 を 考え る 映画 で す 。 ま た 「 人 は な ぜ 憎 し みあ う の か ?」 と いう 素 相 な 問題 を 直視 し た 映

も 固 に 託す し か な いこ と を 映画 は 伝え ます 。

この 映画 を 製作 し た 非 営 利 団体 “ブロ ミス 映画 プロ ジェ クト” は 、 中 東 に お ける 和平 プロ セス を 映像 の 持つ 力 で 促進 し 、

相 平 人 夫 力 を 支え る こと の 大 切 さ を 人 々 に 伝え る こと を 目標 と し て いま す 。 プ ブロ ジェ クト 参加 者 に は 、 イ スラ エル の 故 ラ ビン

自 相 の 妻 逆 レ ア ・ ラ ビン 氏 、 パ レス チ ナ 人 解放 運動 家 ハ ナン ・ ア シュ ラウ イィ イ 氏 、 人 俳優 の リチャード ・ ド レイ フュ ス 氏 、 デ ボ

『 プ ロミ ス 』 は 声高 に パレ スチ ナ ・ イス ラ 上 訂 問題 を 訴え る 映画 で は あ り ま せん 。 パレ スチ ナ と イス ラ エ ル に 住む 7 人 の

周 で す 。 すず と も 達 が 持つ 世界 鋭 (fa 周囲 の 大 人 送 や 住ん で いる 環  に よっ て 形成 され た 約 で し か あり ませ ん 。 最終 的 に 中
東 問題 解決 な ら び に 和平 努力 は 、 パレスチナ と イス ラ エル の

・ 人 こ ガー 氏 、 オ シー・ ma 氏 な ど が 名 を 連ね て v た
近 で 上 映し て いき た いと 」N ま す の で この 作品 の 上 映 を 応援

し て くだ さい 。 The Promises F1lm Pro]ect
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映画 に 釘付け に な り 、 感動 の 涙 を 流し た 。 まっ た くも っ て 新鮮 で 想像 だ に し な か っ た よう な 作品 だ 。 映画 に よっ て 、
複雑 な 中 東 問題 に 斬新 な 視点 が 与え られ た 。 丁寧 に 作ら れ た ご この 人 逸品 を 、 す べ て の 国 の すべ て の 人 々 に 星 非 観 て

ほし い | マイ ケル ・ ギ ャ ブウ ン (CBS60 ミ ニッ ツ ・ プ ロ デ ュー サー)
「 虐 や 感傷 な ど と は 無 緑 が " 明 中 で クリ エイ ティ ブ 、 そし て 本 質 を 突い た 作品 。「 プ ロミ ス 」 は 中 東 問題 に お ける 悲劇
に 新しい 視点 を 投 け か け 等 その 中 か ら ほ ん の 少し の 希望 を 見 出し て いる | NRC ハン デル ス ブ ラ ッ ド 紙 ( オ ラン ダ )

見 事 に 作ら れ た この 埋 下 本 で . 悲し さと 、 予想 し て いな か っ た 笑い と いう 2 つの 感情 を 味わえ る こと だ ろう |

[非常 に 感動 的 で 、 嘘 偽 訪 の な いこ の 作品 は 、 私 が 過去 に 観 た 中 東 を 扱っ た 作品 の 中 で も ベス ト で ある .
幅 集 の リス ム 感 に 心 が 躍 た 。 も し 私 が 政治 家 な ら 、 次 の 中 東和 平 会 議 は 「 プ ロミ ス | の 上 映 か ら 始 め る だ ろう
テ ビ ッ ド ・ グ ロス マン (作家 プ イスラエル)

B.Z. ゴ ー ル ド バ ー グ (共同 芋 勢 )
人 は ボス トン で 生ま れ た が 少年 時 代 を イス ラ エ ル で すご し た 。
小さ い 頃 、 エ ル サ レ ム に ある | 嘆き の 壁 | へ よく お 祈り に いっ

た も の だ っ た 。 新しい 目 転 車 の こと 、 片 思い の クラ ス メ ー ト の

こと 、 そ し て 平和 な 世界 が 早く 訪れ る こと を 。 その後 、 ニ ュー
ヨー ク 大 学 で 映像 を 学び 、 ジ ャ ー ナ リス ト と し て 再び 故郷 の 地

に 立っ た 。1987 年 の 第 一 次 イン ティ ファ ー ダ (パレ スチ ナ の

民衆 蜂起 ) の 時 だ 。 パ レス チ ナ と イス ラ エ ル の 対立 は 僕 が 生

まれ る すっ と 前 か ら 続 いて いる 。 子ども 達 の 日 常 は 昔 も 今 も
穫 争 と 隣り 合わ せ だ 。 爆弾 が さく 裂 し 、 親 や 兄弟 、 親友 の 命

を 故 っ て ゆく 。 それで も 彼ら は 生き て ゆか な けれ ば な ら な い の

だ 。 紛争 と 和平 の 狭間 に いる 、 そ ん な 子ども 達 の 声 が 聞き た
く な っ た 。1995 年 、 パ レス チ ナ ・ イ スラ エル 間 題 が 、 小さな 子

と も 達 の 成長 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し て いる こと に 導 を 持っ

た ジャ ステ ィ ー ン ・ シ ャ ピロ 監督 と 出会い 、 便数 は 映画 を 製作
する こと で 意気 投合 し た 。 撮 影 は 1997 一 2000 年 の 比較 的 平

般 な 和 半 交渉 の 時 期 に 行わ れ た 。 パ レス チ ナ と イス ラ エ ル 双

方 の 子ども 達 / 人 を 取材 し た 。 ほ ん の 20 分 足ら ず の 所 に 住ん

で いる の に 、 彼ら は お 互い の こと を 全く 知ら な い の だ 。

ヨル ダン 有川 西岸 地区

パレ スチ ナ 人 の 住ん で いた 所 に 1967 年 以降 、 ユ ダ ヤ 人 入植 地 が つく られ て いる 。

エル サレ ム に 人 る 所 に は 多数 の 検 間 所 が あり 、 パ レス チ ナ 人 が 入る の は 難し い 。


